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第 4 章では，変動相場制度の国際収支自動調整機能とくにいわゆる íJ カーフ守効果」 について，

















第 7 章では，対内均衡と対外均衡の同時達成のポリシー・ミックスを論じた。 2 目標 2 手段のケー
スにおいては為替相場の小刻み調整が手段となる場合には代替的割当も安定的となりうること，また
3 目標 3 手段の場合， 「有効市場区分の原理」が適用できないとしても，貿易理論の「マッケンジー
=ジョーンズの定理」を適用した割当と， 「政策の失敗」の下での「ブロック割当ルール」による割
当とは同一でかつ最も効果的な割当であることを示したO また，厚生最大化アプローチの観点から，
インフレと失業のトレイド・オフ関係の下での最適政策を図形的に分析した。
最後の章では，経済政策の国際的調整をとり挙げたが，広範な問題の性質上，本論では各国が同時
に国内均衡を達成するための総需要政策の国際調整の型の提示とその効率性比較を例示的に言及する
にとどめた。
論文の審査結果の要旨
筆者は国際収支理論の戦後の発展方向をよく見定めて，先行モデルよりもさらに一般化した理論モ
デルを構築し，精織な理論展開をはかつて，先行理論を筆者の体系のなかに位置づけるとともに，い
くつかの新しい知見をわれわれにもたらした。経済学博士の学位に十分値する労作であると判定する。
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